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【研究目的】
　既存の道路においてプローブ情報を収集することにより、道路交通の状況をより正確に把握し、状況の改善に向けた提案を行う。地域の動脈ともいえる幹線道路の改善提案により、地域交通の円滑化に資することを目的とする。
【期待される効果】
本学の近隣の幹線道路である県道1号線の分析を行うことにより、問題箇所を明確にし、改善方法を提案する。
【研究概要】
道路交通は国や地域において血管のようなものである。交通の状況がが、国や地域の経済や社会に大きな影響を及ぼす。本学の近隣には県道1号線という幹線道路が存在し、現状では未完成の東京外郭環状道路の千葉区間の代替道路となっており、日中は混雑している。

本研究では、この道路の状況を分析するために、詳細な情報収集を行い、問題点の解明を行う。手順としては、道路の構造や事物について実際にフィールドワークによる調査、既存の道路交通データの収集、実車走行によるプローブ情報の収集を行い、これらから道路の状況を詳細に分析する。分析結果から渋滞箇所ならびにその原因について検討し、改善方法の提案を行う。

